
２０２２年７月号 令和４年７月１日

＜毛呂山町立図書館＞ 住所 毛呂山町岩井西４－１８－１

電話 ２９５－１０１５ / ＦＡＸ ２９４－８６２３

開館時間 火～金 ９：３０～１９：００ / 土日祝日 ９：３０～１７：３０

＜図 書 館ＵＲＬ＞ http://www.library.moroyama.saitama.jp

＜毛呂山町ＵＲＬ＞ http://www.town.moroyama.saitama.jp

蔵書点検の結果、今年度の不明資料数は ８１点 でした。

貸出手続きをせずに図書館から持ち出した資料がありましたら、

すみやかにご返却いただきますようお願いいたします。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

調べる①

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

映画会

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

調べる②

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

振替休館 おはなし会

２４ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

振替休館 映画会

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

おはなし会

２８ ２９ ３０ ３１

月末休館

１４７号

…休館日【７月のカレンダー】 【８月のカレンダー】

りよだ館書図

町民みなさんの図書館

です。ルールを守って

利用してくださいね！

３１

ＤＩＹ教室

花の写真展

http://www.town.moroyama.saitama.jp


場 所 ２階 視聴覚室

対 象 ３才～小学生 大人の方もどうぞ！

内 容 おはなし「にせほんぞん」ほか

定 員 先着１０名（申込みは不要です）

※小さなお子さんは保護者の方と一緒にお越しください。

自分の好きな本を並べられるブックスタンドを作ってみよう！

※ 新型コロナウイルスの感染状況等により、中止･延期になる場合があります。

場 所 ２階 視聴覚室

対 象 小学校高学年～中学生

参加費 １０００円（材料費、保険代）

定 員 先着８名 ※小学生は必ず保護者同伴

持ち物 鉛筆、30cm定規、（持っている人はのこぎり、かなづち）

申込み ７月１０日（日）９：３０から受付（電話可）

7月９日（土）10：00～11：50
場 所 2階 視聴覚室

定 員 先着30名 ／ 申込み 不要

上映作品 『 天使のいる図書館 』

図書館の新人司書・吉井さくらは“レファレンス

サービス”という慣れない仕事にとまどいながら

過ごしていた。ある時、芦高礼子と名乗る老婦人

と出会い、さくらは図書館利用者と司書の関係を

超えた特別な感情を抱き始める。

7月９日（土）14：00～15：30
場 所 ２階 視聴覚室

定 員 先着30名 ／ 申込み 不要

上映作品 『 おまえうまそうだな 』

ティラノサウルスのハートはある日、落ちていた

卵を見つける。中から生まれた草食恐竜アンキロ

サウルスの赤ちゃんは「おまえうまそうだな」と

いう声に、自分の名前がウマソウで、ハートをお

父さんだと思い込み…。

場 所 ２階 読書室

内 容 花、花のある風景の写真展です。

申込み 不要です。

会員それぞれに花との出会いを楽しみました。ぜひご覧ください。



『マイホーム山谷』

末並 俊司／著 小学館 369.9 ス

東京・山谷にあるホームレスのためのホスピス施設

「きぼうのいえ」の創設者で施設長だった山本雅基

は、現在は解任され、介護を受ける側になった。ドヤ

街で「理想のケア」を追い求めた男の栄光と挫折。

綿密な調査と取材を重ねてまとめられたものから、自身の体験をもとに紡がれたものまで、

一口にノンフィクションと言ってもその内容や切り口は多岐にわたります。

ここでは現代日本に生きる私たちへの問いかけともいえる作品を紹介します。

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』

ブレイディみかこ／著 新潮社 376.3 ブ

イギリスで人種も貧富もごちゃまぜの「元・底辺中学校」に通い始めた息子。世界の縮

図のような日常を、共に考え悩み乗り越えた母と息子のエッセイ。多様性を考える。

『選べなかった命 出生前診断の誤診で生まれた子』

河合 香織／著 文藝春秋 495.6 カ

出生前診断で「異常なし」と言われ子どもを産んだが、実は誤診でダウン症児

だと告げられ、３ヶ月後、乳児は亡くなった。自己決定の機会を奪われた女性

は医師を提訴するが－。「命の選択」という問題に正面から切り込んだ傑作。

『ルポ入管 絶望の外国人収容施設』

平野 雄吾／著 筑摩書房 Ａ329.9 ヒ

いったい入管施設で何が起きているのか。医療放置、自

殺、餓死…。中島京子の小説『やさしい猫』でも描かれた

入管の闇、日本で暮らす外国人の人権は守られているの

だろうか。入管の知られざる実態にせまるルポ。

『教誨師』

堀川 惠子／著 講談社 188.7 ホ

「これから語ることは私が死ぬまで世

に出してはいけない」。戦後半世紀に

わたって死刑囚と向き合い悟りを説

いてきたある僧侶が語った、誰にも

語れなかった懊悩。死刑執行にも立

ち会う「教誨師」の

過酷な任務から、死

刑制度を考える。

『海をあげる』

上間 陽子／著 筑摩書房 914.6 ウエ

沖縄での美しく優しい生活がおびやかされな

がらも、光を追い求めるエッセイ。沖縄が直面

している問題を、日本に生きるすべての人が

「当事者」として受け止めてほしいと願う。

『孤塁 双葉郡消防士たちの３・１１』

吉田 千亜／著 岩波書店 369.3 ヨ

原発が暴発・暴走するなか、地震・津波被災者の救助や避難誘導、さら

には原発構内での給水活動や火災対応にもあたった「福島県双葉消防

本部」消防士約７０名が、地元消防の苦悩と葛藤を語った。

石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞公共奉仕部門大賞



６月の寄贈図書は １８７ 冊でした！

本に書き込みをしたり、破れたり、汚れたり、水にぬれたり…。

次に使いたい方が借りられなくなってしまい、困っています。

図書館の資料は利用者のみなさま全員が共有するものです。

正しく丁寧に扱ってくださいますよう、お願いします。

また万が一汚破損などありましたら、お早めにご相談ください。

毛呂山町立図書館長 五十嵐 京
い が ら し みさと

６月１４日から１７日まで、蔵書点検のため休館させていただきました。

当館にはおよそ２５万点の資料を所蔵しています。全職員により図書や視聴覚資料等、

所蔵する全資料に当たり、所在不明はないか、保存状態はどうか等の確認をさせていた

だきました。長期休館へご理解とご協力をいただきまして感謝申し上げます。

現在資料の確認は、貸出し時と同じように、各資料に付けられたバーコードを読み取る

ことで簡単に進めることが出来ます。昔は恐らく紙の台帳との照合作業であり時間も相

当かかったのではないでしょうか。

蔵書点検の結果ですが、残念なことに貸出し記録がなく所在不明となっている資料が８

１点ありました。貸出しされた資料は督促請求いたしますとほとんど返却いただけます。

事情がある場合もありますが、返却期限はお守り頂きたいと思います。特に、新刊や人

気作家の作品など皆様に人気の資料は、リクエストが集中し予約待ちの方が多くおられ

ます。これらの本は、期限内であっても出来るだけ早くお返し頂くようお願い申し上げ

ます。

寄贈していただいた図書につきましては、当館で選書し、館内用とリサイクル用

に分けて利用させていただきます。ご協力ありがとうございました。

寄贈図書（６月分）

♪
♪

♪ ♪


